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みんなの
　　介護保険
みんなの
　　介護保険

【要支援の方】【非該当の方】
要支援の方は介護予防・日常生活支援総合事業が利用できます。サービ
スを利用する場合は、介護予防ケアプラン（介護予防サービス計画）の作
成が必要です。また、非該当の方でも、サービス利用ができる場合もあり
ます。まずは地域包括支援センターへご相談ください。

【要介護の方】
要介護の方は介護保険の介護サービスが利用できます。サービスを利用す
る場合はケアプラン（介護サービス計画）の作成が必要です。ケアプランはケ
アマネジャーが作成します。まずはケアマネジャーのいる居宅介護支援事業
者（赤穂市内に11の事業所があります）へご相談ください。

●介護が必要になったら？
→６５歳以上の人は、まず申請が必要です。また、４０
歳から６４歳で医療保険に加入している方は、加齢に
伴う病気（がん末期、関節リウマチなど１６種）によっ
て介護が必要と認められれば、要介護認定を受けら
れます。

●申請の方法は？
→本人または家族が、市役所介護保険課の窓口で申請
をします。申請が出されると、調査員の訪問調査やかか
りつけ医の意見書をもとに、要介護認定が行われます。

社協新役員（理事・監事）が選任されました・・・・・2Ｐ

平成30年度事業報告・決算報告・・・・・・・・・・・・・・・・3Ｐ

在宅生活を支える社協の福祉サービス・・・・・・・・・5Ｐ

（特集）ちょっとそこまで♪
歩いて行ける地域の居場所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６Ｐ

ちょっといい話
夏休み!体験もりだくさん!!・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ

知っ得あんしん みんなの介護保険Ｑ＆Ａ・・・・・11Ｐ

まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・12Ｐ

（特集）未来を担う子どもたちに
『今私ができること』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2Ｐ
（サロン紹介）いきいきサロン元塩
生活支援コーディネーター活動日誌・・・・・・・・・・・・6Ｐ
あこうのホッとな人 No.21・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7Ｐ
介護保険事業＆障がい者総合支援事業のご案内・・・8Ｐ
講座募集のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ
福祉のつどい開催！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11Ｐ
ちょっといい話
知っ得あんしんみんなの介護保険・・・・・・・・・・・・12Ｐ

平成30年度 社協の予算と事業計画 ・・・・・・・・・・・2Ｐ
平成３０年度 新規・拡充事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4Ｐ
赤穂市社協の５カ年構想
『第２次地域福祉推進計画』を策定しました！・・・・6Ｐ
Let'sボランティア第8号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8Ｐ
まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ
（サロン紹介）西町なかよし会・・・・・・・・・・・・・・・・11Ｐ
知っ得あんしん みんなの介護保険
ちょっといい話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12Ｐ

シリーズ　知っていますか？社協の事業
～生活支援コーディネーター　編～・・・・・・・・・・・・2Ｐ
あこうのホッとな人 No.19・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3Ｐ
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動
今年度もご協力ありがとうございました！・・・・・・・4Ｐ
まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5Ｐ
（サロン紹介）喜楽会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6Ｐ
知っ得あんしん　みんなの介護保険　No.９・・・7Ｐ
ちょっといい話
春の貸衣裳予約会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8Ｐ

介護サービスを利用するためには、まず市へ申請を行います。市へ申請をすると調査員に
よる認定調査が行われます。聞き取りにより暮らしぶりや現況について確認され、主治医
の意見書と共に介護認定審査会において要介護認定がおります。
要介護認定は、身体状況に応じ「要介護 1～ 5」「要支援 1・2」「非該当」の区分に分かれ
ます。
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No.22

Ｑ．活動を始めたきっかけは？
Ａ．「子どもたちのいきいきとした姿を村の人に知ってもらいた
い」子ども会役員をした時にそう思い、子ども会の広報紙を作っ
たのが始まりです。子ども会会員の家だけに配布していました
が、その後、自治会の広報紙も作ることとなり、両紙とも全戸配
布されるようになりました。

Ｑ．活動をしていてうれしかったことは？
Ａ．子どもたちの作文や活動などを載せた時、子や孫と住んでい
ないおばあさんたちの、「これはどこの子や？」「誰それさんち
の孫やがな」というような話題が聞かれたことです。また、子ど
もからおじいさんおばあさんまでいろんな人に会えることがなに
より楽しい。子どもには子どもの目線で、年上の方には敬意を
持って出会いを楽しんでいます。

Ｑ．これからの目標は？
Ａ．活動が生活のリズムの中にあり、時期に合わせて体が自然と
動きます。振り返れば、月１回の発行をこれまで一度も休んだこ
とはなく、続けることが一つの自分の健康法かもしれません。よ
どむことのない空気の存在でありたいです。

　今回は、もうすぐ４００号を迎える自治会広報紙「ふくうら」の発
行に携わっている吉栖さんにお話を聞きました。

神出鬼没の一匹狼
吉栖清美さん（福浦本町）
よしずみ

　６月18日（火）、塩屋小学校３年生児童67
名が、総合的な学習で田植えを体験しまし
た。地域の方々や保護者の協力のもと、手渡
された苗をていねいに植えていきました。
「足が抜けへん」「上手くできひん」など、初
めての田植え作業に悪戦苦闘しながらも、無
事植え終わりました。
　秋の収穫を楽しみに、田んぼには子どもた
ちの笑顔があふれていました。

　早いもので、今年も一年の半分が終わり、先日の輪越しでは前半の厄を払い、これか
らも健やかに過ごせるよう家族でお参りしてきました。
　もうすぐ夏休み、社協ではお子さん、学生さんにご参加いただけるイベントや講座を
企画しています。 たくさん食べて酷暑に負けないよう、元気いっぱい思い出いっぱいの
夏にしましょう。 （阿）
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貸衣裳展示会貸衣裳展示会

振袖・留袖　新作発表振袖・留袖　新作発表
7月6日（土）・7日（日） 午前9時～午後5時7月6日（土）・7日（日） 午前9時～午後5時
総合福祉会館　3階集会室総合福祉会館　3階集会室

貸衣裳の収益金は地域福祉を高めるための貴重な財源となっています。

※新郎・新婦衣裳写真撮りのみの場合
※振袖写真撮りのみの場合

展示会当日の特典
　・花嫁衣裳 ……………………………… ２割引
　・その他貸衣裳 ………………………… １割引
　・花嫁衣裳ご契約の方 …… 記念品プレゼント
　・来場の方 …………………… 粗品プレゼント
レンタル料
　・打掛 …………………………………￥30,000～
　・ウエディングドレス ………………￥20,000～
　・紋付 …………………………………￥15,000～
　・タキシード …………………………￥12,000～
　・留袖 ………………………………… ￥4,000～
　・振袖 …………………………………￥10,000～
　・モーニング ………………………… ￥5,000　
　・ゲストドレス ……………………… ￥3,000～
　・子供服 ……………………………… ￥3,000～

主催　赤穂市社会福祉協議会（貸衣裳室）　☎42-1397

処分市
同時開催

　　　いずれも３割引（写真店にて撮影に限る）

あこう福祉ニュース

あこう福祉ニュース

手話でコミュニケーション！
　６月８日（土）・15日（土）の２日間、「たのしい手話
教室」を開催し、延37名が参加しました。
　手話でのあいさつや自己紹介のほか、簡単な単語
を使った会話を学び、また、耳が聞こえなくて生活
で困ることなどを聞き、最後は全員で「さんぽ」を手
話で歌い、盛り上がりました。

笑顔いっぱいの交流会
　６月１４日（金）、ユーザー（視覚障がい者）と点訳
ボランティアグループ「赤穂点灯会」との交流会に３
４名が参加し、点字広報などの感想・要望や自身の
近況を話しました。
　一緒に昼食を楽しんだ後、点灯会のメンバーや
「赤穂ハーモニカクラブ」の楽器演奏を聞いたり、
歌ったりして交流を深めました。

福祉活動への貢献をたたえて
　６月１日（土）善意の日に、赤穂市福祉のつどいを
開催し、約450名が参加しました。
　式典では、つつじ賞、さくら賞、ふくしの人の表彰
や実践発表などがあり、また、第２部では作家・僧侶
の家田荘子氏による講演がありました。身近な人に
笑顔を向け、あいさつを交わすことの大切さを改め
て思い返す機会となりました。



理事長就任のごあいさつ

赤穂市社会福祉協議会　
理事長　児嶋佳文
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社協新役員（理事・監事）が選任されました社協新役員（理事・監事）が選任されました
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氏　　名

児嶋　佳文

沖　　知道

水野　　亮

中村　隆彦

有吉　一美

後藤　和子

木村　佳史

矢野　　隆

大玉　　優

西田　佳代

藤原　慶二

山田　和子

多田　憲子

田中　　強

矢野　善章

所 属 団 体 等

赤穂市社会福祉協議会　理事・監事
（任期　　令和 3 年度定時評議員会の終結の時まで）

学識経験者

自治会連合会

民生委員児童委員協議会

医師会

老人クラブ連合会

婦人共励会

身体障害者福祉協会

ボランティア協会

老人福祉施設協議会

市行政（福祉事務所長）

学識経験者（関西福祉大学）

学識経験者

学識経験者

学識経験者

学識経験者

（事業報告より一部抜粋）

平成29年度事業報告・決算報告平成29年度事業報告・決算報告平成30年度事業報告・決算報告
『支えあい 助けあう こころつながる やさしいまち あこう』の実現に向けて

（事業報告より一部抜粋

『『支支ええあい 助けあう こころつなががるる ややややさしいまち ああこう』ええああいい 助助助けけああうう こここころろつつなななががががるる ややややさささししししいいいままちち あああここううう』』の実現に向けけてててのの実実現現にに向向向
平成30年度事業報告・決算報告

『支えあい 助けあう こころつながる やさしいまち あこう』の実現に向けて

地域での生活支援体制づくり

地域のふれあいや居場所づくり

児童福祉活動の充実 

　平成29年度に配置された生活支援コーディネー
ターにより、地域に不足するサービスの創出や担い手
の育成、ネットワークの構築等、地域の支援ニーズの把
握に取り組みました。 
　また、ちょっとした困りごとを住民同士の助けあいで解
決する仕組みづくりとして「地域の困りごと応援隊事業」
を引き続き行い、毎月の定例会では情報共有しました。

生活支援コーディネーター設置事業
　活動件数　222件

地域の困りごと応援隊事業
　利用登録人数  34名　応援隊登録人数　 35名
　活動件数  42件

赤穂市社会福祉法人連絡協議会設立

　市内すべての10の社会福祉法人と連携し、地域に
おける公益的な活動を行うための連絡協議会が11月
14日開催の設立総会にて設立されました。

災害時の対応、災害に備えた取り組み

　平成30年7月豪雨災害では、被災地へのボランティ
アバスや職員派遣、街頭募金で支援活動を行いまし
た。また、いつ起こるかわからない災害に備え、関係団
体と連携し、ボランティア養成や訓練を行いました。 

【岡山県倉敷市への支援】
　ボランティアバス派遣 2回　27名参加
　職員派遣 4回

　災害ボランティアセンター開設訓練
   赤穂市防災総合訓練参加
   災害ボランティア養成講座

見守り・支えあい活動の推進

　各地区まちづくり連絡（推進）協議会、民生委員児
童委員協議会等の協力のもと、ひとり暮らし老人や
高齢者世帯等を対象に、見守りや支えあい活動を推
進しました。

　友愛訪問活動
　　対象者・参加者 延6,159人
　給食サービス
　　82回実施 延6,138食
　三世代交流もちつき大会
　　市内14カ所　4,048人参加　対象者1,880人

福祉への関心の向上

　テーマを定めて市内の活動者等に実践発表しても
らい、現状と課題を共有するとともに、これからの活
動を考える機会として、「地域福祉フォーラム」を新た
に開催しました。
　また、「あこう社協だより」を毎月12ページ発行し、
情報発信の強化に努めました。

地域福祉フォーラム平成30年度テーマ
「子ども食堂（居場所）を考える」　　　115名参加

　地域でのふれあいや居場所づくりとしての「ふれ
あい・いきいきサロン事業」では、「サロン作り方講
座」や「お試しサロン」、「ミニサロン」を行うなど実施
箇所の拡大に努め、2カ所増加しました。 

　市内46カ所（自主運営含む）

在宅福祉サービスの積極的な展開

　買物が困難な高齢者等を対象とした「買物支援モデル
事業」を、西部地区をモデル地区として毎月実施しました。
　また、毎週月・木曜日に実施している「介護特別食」や
「福祉用具貸与事業」などで、在宅福祉サービスの充実
に努めました。 

　買物支援モデル事業 12回実施
　介護特別食 90回実施
　福祉用具貸与事業 貸出件数296件

　児童扶養手当を受給しているひとり親家庭を対象
に、ランドセルや中学生体操服の購入助成を継続実
施し、子育て支援の促進を図りました。

　ランドセル購入助成件数　  18件
　中学生体操服購入助成件数  23件
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理事長就任のごあいさつ

赤穂市社会福祉協議会　
理事長　児嶋佳文

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま

す
。平
素
は
、
赤
穂
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
元
年
６
月

20
日
開
催
の
理
事
会
で
、
理

事
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
推
薦

を
受
け
ま
し
て
、
理
事
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏

ま
え
、
地
域
福
祉
の
充
実
と

発
展
の
た
め
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
日
の
社
会
福
祉
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
単
身
世
帯
の
増
加
、

経
済
情
勢
を
起
因
と
す
る
生

活
困
窮
、
社
会
的
孤
立
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
中
、
地

域
社
会
に
お
け
る
福
祉

の
需
要
は
ま
す
ま
す
増

大
か
つ
多
様
化
し
て
お

り
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
果
た
す
役
割
は
極
め

て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、「
支
え
あ
い　

助
け
あ

う　

こ
こ
ろ
つ
な
が
る　

や

さ
し
い
ま
ち　

あ
こ
う
」を
基

本
理
念
と
し
た「
第
２
次
赤
穂

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、
地

域
の
支
え
あ
う
力
を
高
め
、安

心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、各
種
事
業

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
、
関

係
者
と
連
携
・
協
働
し
、地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、理
事
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
し
ま
す
。

社協新役員（理事・監事）が選任されました社協新役員（理事・監事）が選任されました

　

社
協
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
民
間
の
団
体
で
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
こ
の
度
、
業
務
執

行
の
決
定
機
関
と
し
て
の
理
事
会
（
理
事

13
名
、
監
事
２
名
）
の
役
員
が
左
記
の
と

お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区　　分

理 事 長

副理事長

副理事長

理　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監　　事

〃

氏　　名

児嶋　佳文

沖　　知道

水野　　亮

中村　隆彦

有吉　一美

後藤　和子

木村　佳史

矢野　　隆

大玉　　優

西田　佳代

藤原　慶二

山田　和子

多田　憲子

田中　　強

矢野　善章

所 属 団 体 等

赤穂市社会福祉協議会　理事・監事
（任期　　令和 3 年度定時評議員会の終結の時まで）

学識経験者

自治会連合会

民生委員児童委員協議会

医師会

老人クラブ連合会

婦人共励会

身体障害者福祉協会

ボランティア協会

老人福祉施設協議会

市行政（福祉事務所長）

学識経験者（関西福祉大学）

学識経験者

学識経験者

学識経験者

学識経験者

（事業報告より一部抜粋）

平成29年度事業報告・決算報告平成29年度事業報告・決算報告平成30年度事業報告・決算報告
『支えあい 助けあう こころつながる やさしいまち あこう』の実現に向けて

（事業報告より一部抜粋

『『支支ええあい 助けあう こころつなががるる ややややさしいまち ああこう』ええああいい 助助助けけああうう こここころろつつなななががががるる ややややさささししししいいいままちち あああここううう』』の実現に向けけてててのの実実現現にに向向向
平成30年度事業報告・決算報告

『支えあい 助けあう こころつながる やさしいまち あこう』の実現に向けて

地域での生活支援体制づくり

地域のふれあいや居場所づくり

児童福祉活動の充実 

　平成29年度に配置された生活支援コーディネー
ターにより、地域に不足するサービスの創出や担い手
の育成、ネットワークの構築等、地域の支援ニーズの把
握に取り組みました。 
　また、ちょっとした困りごとを住民同士の助けあいで解
決する仕組みづくりとして「地域の困りごと応援隊事業」
を引き続き行い、毎月の定例会では情報共有しました。

生活支援コーディネーター設置事業
　活動件数　222件

地域の困りごと応援隊事業
　利用登録人数  34名　応援隊登録人数　 35名
　活動件数  42件

赤穂市社会福祉法人連絡協議会設立

　市内すべての10の社会福祉法人と連携し、地域に
おける公益的な活動を行うための連絡協議会が11月
14日開催の設立総会にて設立されました。

災害時の対応、災害に備えた取り組み

　平成30年7月豪雨災害では、被災地へのボランティ
アバスや職員派遣、街頭募金で支援活動を行いまし
た。また、いつ起こるかわからない災害に備え、関係団
体と連携し、ボランティア養成や訓練を行いました。 

【岡山県倉敷市への支援】
　ボランティアバス派遣 2回　27名参加
　職員派遣 4回

　災害ボランティアセンター開設訓練
   赤穂市防災総合訓練参加
   災害ボランティア養成講座

見守り・支えあい活動の推進

　各地区まちづくり連絡（推進）協議会、民生委員児
童委員協議会等の協力のもと、ひとり暮らし老人や
高齢者世帯等を対象に、見守りや支えあい活動を推
進しました。

　友愛訪問活動
　　対象者・参加者 延6,159人
　給食サービス
　　82回実施 延6,138食
　三世代交流もちつき大会
　　市内14カ所　4,048人参加　対象者1,880人

福祉への関心の向上

　テーマを定めて市内の活動者等に実践発表しても
らい、現状と課題を共有するとともに、これからの活
動を考える機会として、「地域福祉フォーラム」を新た
に開催しました。
　また、「あこう社協だより」を毎月12ページ発行し、
情報発信の強化に努めました。

地域福祉フォーラム平成30年度テーマ
「子ども食堂（居場所）を考える」　　　115名参加

　地域でのふれあいや居場所づくりとしての「ふれ
あい・いきいきサロン事業」では、「サロン作り方講
座」や「お試しサロン」、「ミニサロン」を行うなど実施
箇所の拡大に努め、2カ所増加しました。 

　市内46カ所（自主運営含む）

在宅福祉サービスの積極的な展開

　買物が困難な高齢者等を対象とした「買物支援モデル
事業」を、西部地区をモデル地区として毎月実施しました。
　また、毎週月・木曜日に実施している「介護特別食」や
「福祉用具貸与事業」などで、在宅福祉サービスの充実
に努めました。 

　買物支援モデル事業 12回実施
　介護特別食 90回実施
　福祉用具貸与事業 貸出件数296件

　児童扶養手当を受給しているひとり親家庭を対象
に、ランドセルや中学生体操服の購入助成を継続実
施し、子育て支援の促進を図りました。

　ランドセル購入助成件数　  18件
　中学生体操服購入助成件数  23件
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貸衣裳事業
6,574（3%）

介護保険事業
104,418
（43%）

法人運営費
49,943
（20%）

経常経費
補助金収入
41,483（18%）

経常経費
補助金収入
41,483（18%）

福祉活動推進事業
46,428（19%）
福祉活動推進事業
46,428（19%）

障がい者
総合支援事業
37,639（15%）

障がい者
総合支援事業
37,639（15%）

障がい福祉
サービス等
事業収入
42,294（19%）

障がい福祉
サービス等
事業収入
42,294（19%）

受託金収入
29,012（13%）
受託金収入
29,012（13%）

事業収入
11,618（5%）

平成３０年度の事業報告書・決算書については、社協ホームページに掲載しています。
また、総合福祉会館社協窓口においても閲覧できます。

※収入不足16,829千円は前期末支払資金残高で対応

その他の収入
5,282（2%）

介護保険事業収入
98,484
（43%）収入

228,173

支出
245,002

地域に根ざした介護サービスの提供

資金収支決算

　介護保険事業や障がい福祉サービスの指定事業
者として、地域に根ざした社協ならではの「誰もが
安心して利用できる介護サービス」を行いました。

　居宅介護支援（ケアプランの作成）  1,781件
　訪問介護・居宅介護（ホームヘルプ） 
 訪問回数24,976回
　訪問入浴介護（入浴サービス） 
 入浴回数115回
　地域密着型通所介護（デイサービス） 
 利用回数1,615回

　なお、訪問入浴介護事業は平成30年9月をもっ
て廃止となりました。

社協組織の体制強化・透明性の向上

　平成30年度より、役職員で事業の成果・課題の共有を
図るため、新たに正副理事長会議を開催しました。

　正副理事長会議 3回
　理事会・評議員会・監事会・評議員選任解任委員会
 計10回

相談支援事業所開設

　障がいのある人やそのご家族からの相談に応じ、必要
な情報の提供や助言、サービス等利用計画の作成等を行
う相談支援事業所を平成30年10月より開設しました。

　計画相談件数　43件

介 護 保 険
事 業 収 入

訪問介護事業、訪問入浴介護事業、居宅介護支援
事業、地域密着型通所介護事業の介護報酬及び
利用者負担金

経 常 経 費
補 助 金 収 入 市、県社協、県共同募金会からの補助金

障がい福祉サー
ビス等事業収入

障がい者（児）へのホームヘルパーの派遣による介
護報酬、利用者負担金、相談支援事業の介護報酬

事 業 収 入 貸衣裳事業利用料など

その他の収入 会費収入、寄付金収入、利用者・講座参加者負担
金収入など

受 託 金 収 入
市から委託されている総合福祉会館管理費や福
祉用具貸与事業・視覚障がい者支援事業などの
ほか、県社協からの福祉サービス利用援助事業
や生活福祉資金貸付制度の受託金

介護保険事業 訪問介護事業、訪問入浴介護事業、居宅介護支援
事業、地域密着型通所介護事業の運営費

法 人 運 営 費
理事会・評議員会の開催、機関紙発行、福祉のつ
どい、市民福祉講座、地域福祉フォーラム、事務
局職員人件費　など

障 が い 者
総合支援事業

障がい者（児）へのホームヘルプ事業、相談支援
事業の運営費

貸 衣 裳 事 業 生活改善事業として衣裳の貸付

福 祉 活 動
推 進 事 業

小地域福祉推進事業、ふれあい・いきいきサロン
支援、パートナーサービスモデル事業、三世代交
流もちつき大会、友愛訪問活動、給食サービス事
業、移送サービス事業、敬老事業、ボランティア
センター活動事業、善意銀行払出事業　など

収 入 の 部

支 出 の 部

在宅生活を支える社協の福祉サービス在宅生活を支える社協の福祉サービス

ちょっとした困りごとを手伝って!ちょっとした困りごとを手伝って!
地域の困りごと応援隊

福祉機器を借りたい福祉機器を借りたい
福祉用具貸与事業

　

外出を手伝ってもらいたい外出を手伝ってもらいたい
移送サービス事業

みんなで気軽に集まりたいみんなで気軽に集まりたい
ふれあい・いきいきサロン事業

ご相談は…

赤穂市社会福祉協議会まで
TEL：42-1397
FAX：45-2444

食事に困っている食事に困っている
給食サービス事業

　日常生活において車い
すを必要とする障がい者
や、要介護高齢者の外出
（通院等）を援助します。

　【対象者】常時車いすを利用している市民
　　　　　　　※原則家族等の添乗者が必要
　【利用料】１回 1,000円（往復）

　身体の不自由な人や高齢者、病気やケガ等で日常
生活に支障のある人に福祉機器の貸与を行います。

【貸与用具】 車いす、電動ベッド、歩行器、
 ポータブルトイレ、シャワーチェアなど
【利 用 料】 無料（電動ベッドのみ準備物が必要）
 ※原則修理費用は自己負担

　地域の人たちが気軽に近くの集会所等に集ま
り、楽しく過ごす場を自分たちで企画し、運営してい
く活動を支援します。

【活動助成金】
　 ・ 月１回以上実施
　　　①開設５年未満：年間25,000円
　　　②開設５年以上：年間30,000円
　　　③月２回以上実施：上記＋10,000円
　 ・ 年４回以上実施（ミニサロン）
　　　年間10,000円
【お試しサロン】
プログラムの組み立てや進行等、実際にサロン
開催をお手伝い（１回分
の経費を社協が負担）

【その他】
レクリエーション用品の
貸し出しなどで、サロン
活動を応援しています。

　他人との交流の少ないひとり暮らし老人等
に、定期的に昼食弁当を配食し、安否確認を行
います。

　【対象者】 ひとり暮らし老人（S.17.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.12.12.31生まで）
　※同一自治会内に子どもがいる場合は対象外
　【実施日】 地区により、年８回～１０回
　【利用料】 １食300円

　草抜きや窓ふき、重たい物の移動など、ちょっとし
た困りごとに対応し、住み慣れた地域で安心して生
活できる、助けあいの輪を広げます。

【対象者】
高齢者などに限らず、市内在住でちょっとした困
りごとを抱えている方

【支援内容】
家事（簡単な掃除、窓ふき、洗濯など）
暮らしのお手伝い（電球交換、草抜きなど）
※原則、依頼者もできる範囲で一緒に活動を
お願いします。

【利用料】
　１０分１００円
【利用可能日時】
月曜～金曜（祝日、年末年始除く）
午前８時～午後５時

（単位：千円）

P05　2Ｃ（スミとマゼンタ） P04　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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貸衣裳事業
6,574（3%）

介護保険事業
104,418
（43%）

法人運営費
49,943
（20%）

経常経費
補助金収入
41,483（18%）

経常経費
補助金収入
41,483（18%）

福祉活動推進事業
46,428（19%）
福祉活動推進事業
46,428（19%）

障がい者
総合支援事業
37,639（15%）

障がい者
総合支援事業
37,639（15%）

障がい福祉
サービス等
事業収入
42,294（19%）

障がい福祉
サービス等
事業収入
42,294（19%）

受託金収入
29,012（13%）
受託金収入
29,012（13%）

事業収入
11,618（5%）

平成３０年度の事業報告書・決算書については、社協ホームページに掲載しています。
また、総合福祉会館社協窓口においても閲覧できます。

※収入不足16,829千円は前期末支払資金残高で対応

その他の収入
5,282（2%）

介護保険事業収入
98,484
（43%）収入

228,173

支出
245,002

地域に根ざした介護サービスの提供

資金収支決算

　介護保険事業や障がい福祉サービスの指定事業
者として、地域に根ざした社協ならではの「誰もが
安心して利用できる介護サービス」を行いました。

　居宅介護支援（ケアプランの作成）  1,781件
　訪問介護・居宅介護（ホームヘルプ） 
 訪問回数24,976回
　訪問入浴介護（入浴サービス） 
 入浴回数115回
　地域密着型通所介護（デイサービス） 
 利用回数1,615回

　なお、訪問入浴介護事業は平成30年9月をもっ
て廃止となりました。

社協組織の体制強化・透明性の向上

　平成30年度より、役職員で事業の成果・課題の共有を
図るため、新たに正副理事長会議を開催しました。

　正副理事長会議 3回
　理事会・評議員会・監事会・評議員選任解任委員会
 計10回

相談支援事業所開設

　障がいのある人やそのご家族からの相談に応じ、必要
な情報の提供や助言、サービス等利用計画の作成等を行
う相談支援事業所を平成30年10月より開設しました。

　計画相談件数　43件

介 護 保 険
事 業 収 入

訪問介護事業、訪問入浴介護事業、居宅介護支援
事業、地域密着型通所介護事業の介護報酬及び
利用者負担金

経 常 経 費
補 助 金 収 入 市、県社協、県共同募金会からの補助金

障がい福祉サー
ビス等事業収入

障がい者（児）へのホームヘルパーの派遣による介
護報酬、利用者負担金、相談支援事業の介護報酬

事 業 収 入 貸衣裳事業利用料など

その他の収入 会費収入、寄付金収入、利用者・講座参加者負担
金収入など

受 託 金 収 入
市から委託されている総合福祉会館管理費や福
祉用具貸与事業・視覚障がい者支援事業などの
ほか、県社協からの福祉サービス利用援助事業
や生活福祉資金貸付制度の受託金

介護保険事業 訪問介護事業、訪問入浴介護事業、居宅介護支援
事業、地域密着型通所介護事業の運営費

法 人 運 営 費
理事会・評議員会の開催、機関紙発行、福祉のつ
どい、市民福祉講座、地域福祉フォーラム、事務
局職員人件費　など

障 が い 者
総合支援事業

障がい者（児）へのホームヘルプ事業、相談支援
事業の運営費

貸 衣 裳 事 業 生活改善事業として衣裳の貸付

福 祉 活 動
推 進 事 業

小地域福祉推進事業、ふれあい・いきいきサロン
支援、パートナーサービスモデル事業、三世代交
流もちつき大会、友愛訪問活動、給食サービス事
業、移送サービス事業、敬老事業、ボランティア
センター活動事業、善意銀行払出事業　など

収 入 の 部

支 出 の 部

在宅生活を支える社協の福祉サービス在宅生活を支える社協の福祉サービス

ちょっとした困りごとを手伝って!ちょっとした困りごとを手伝って!
地域の困りごと応援隊

福祉機器を借りたい福祉機器を借りたい
福祉用具貸与事業

　

外出を手伝ってもらいたい外出を手伝ってもらいたい
移送サービス事業

みんなで気軽に集まりたいみんなで気軽に集まりたい
ふれあい・いきいきサロン事業

ご相談は…

赤穂市社会福祉協議会まで
TEL：42-1397
FAX：45-2444

食事に困っている食事に困っている
給食サービス事業

　日常生活において車い
すを必要とする障がい者
や、要介護高齢者の外出
（通院等）を援助します。

　【対象者】常時車いすを利用している市民
　　　　　　　※原則家族等の添乗者が必要
　【利用料】１回 1,000円（往復）

　身体の不自由な人や高齢者、病気やケガ等で日常
生活に支障のある人に福祉機器の貸与を行います。

【貸与用具】 車いす、電動ベッド、歩行器、
 ポータブルトイレ、シャワーチェアなど
【利 用 料】 無料（電動ベッドのみ準備物が必要）
 ※原則修理費用は自己負担

　地域の人たちが気軽に近くの集会所等に集ま
り、楽しく過ごす場を自分たちで企画し、運営してい
く活動を支援します。

【活動助成金】
　 ・ 月１回以上実施
　　　①開設５年未満：年間25,000円
　　　②開設５年以上：年間30,000円
　　　③月２回以上実施：上記＋10,000円
　 ・ 年４回以上実施（ミニサロン）
　　　年間10,000円
【お試しサロン】
プログラムの組み立てや進行等、実際にサロン
開催をお手伝い（１回分
の経費を社協が負担）

【その他】
レクリエーション用品の
貸し出しなどで、サロン
活動を応援しています。

　他人との交流の少ないひとり暮らし老人等
に、定期的に昼食弁当を配食し、安否確認を行
います。

　【対象者】 ひとり暮らし老人（S.17.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.12.12.31生まで）
　※同一自治会内に子どもがいる場合は対象外
　【実施日】 地区により、年８回～１０回
　【利用料】 １食300円

　草抜きや窓ふき、重たい物の移動など、ちょっとし
た困りごとに対応し、住み慣れた地域で安心して生
活できる、助けあいの輪を広げます。

【対象者】
高齢者などに限らず、市内在住でちょっとした困
りごとを抱えている方

【支援内容】
家事（簡単な掃除、窓ふき、洗濯など）
暮らしのお手伝い（電球交換、草抜きなど）
※原則、依頼者もできる範囲で一緒に活動を
お願いします。

【利用料】
　１０分１００円
【利用可能日時】
月曜～金曜（祝日、年末年始除く）
午前８時～午後５時

（単位：千円）
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同
居
以
外
の
他
者
と
の
交
流
が

「
週
１
回
未
満
」
の
状
態
か
ら
が
、

健
康
リ
ス
ク
に
な
る
可
能
性
あ
り

同
居
以
外
の
他
者
と
の
交
流
が

「
週
１
回
未
満
」
の
状
態
か
ら
が
、

健
康
リ
ス
ク
に
な
る
可
能
性
あ
り

ひ
と
り
で
食
事
を
し
て
い
る
と

う
つ
病
に
な
り
や
す
い

ひ
と
り
で
食
事
を
し
て
い
る
と

う
つ
病
に
な
り
や
す
い

　

お
互
い
が
助
け
あ
い
な
が
ら

過
ご
す
う
ち
に
、
自
分
の
新
た

な
能
力
や
、
今
ま
で
培
っ
て
き

た
知
恵
や
特
技
に
気
付
き
、
そ

れ
を
居
場
所
の
中
で
生
か
す
こ

と
で
、
い
き
い
き
と
し
た
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
に
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
閉
じ
こ

も
り
が
ち
の
方
に
と
っ
て
は
、

外
出
や
社
会
参
加
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
行
き
た
い
と
き
に
、

好
き
な
だ
け
居
れ
る
自
由
と
、

心
地
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
の
も
よ

し
、
買
物
や
学
校
帰
り
、
散
歩
の

途
中
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
る
な

ど
気
軽
に
集
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、
多
世
代
に
わ
た
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
心
に
刺
激
を
受
け
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

愛
知
県
下
６
市
町
村
に
お
い
て
、要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、２
０
０
３
年

か
ら
10
年
間
を
追
跡
調
査
し
た
結
果
、

同
居
者
以
外
の
他
者
と
の
交
流
が
毎

日
あ
る
人
に
比
べ
、「
月
１
回
〜
週
１

回
未
満
」の
人
で
は
1.3
〜
1.4
倍
、
要
介

護
認
定
や
認
知
症
に
至
り
や
す
く
、

「
月
１
回
未
満
」
の
人
は
そ
れ
に
加

え
、1.3
倍
早
期
死
亡
に
至
り
や
す
い
と

い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。交
流
の
乏
し

さ
を
社
会
的
孤
立
と
す
る
な
ら
ば
、同

居
者
以
外
と
の
交
流
が
「
週
１
回
未

満
」
の
状
態
か
ら
が
孤
立
状
態
、「
月

１
回
未
満
」と
な
る
と
、
深
刻
な
孤
立

状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
出
典
：
日
本
老
年
学
的
評
価
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

現
在
の
日
本
で
は
、家
族

や
地
域
社
会
と
の
関
係
が

希
薄
で
、他
者
と
の
接
触
が

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ

る
『
社
会
的
孤
立
』
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。単
身
世

帯
の
増
加
、婚
姻
率
の
低
下

な
ど
が
背
景
に
あ
り
、高
齢

者
だ
け
に
限
ら
ず
、子
育
て

世
代
や
若
者
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

単
身
世
帯
で
も
、家
族
や

近
隣
住
民
、友
人
と
の
交
流

が
あ
る
一
方
で
、家
族
と
同

居
し
て
い
て
も
、日
常
的
な

交
流
が
な
く
、近
隣
や
友
人

と
も
接
触
が
乏
し
け
れ
ば
、

社
会
的
孤
立
に
陥
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

　

今
回
の
特
集
で
は
、そ
ん

な
社
会
的
孤
立
へ
の
対
策

で
注
目
さ
れ
て
い
る
、地
域

の
居
場
所
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
う
つ
症

状
の
な
い
人
を
２
０
１
０
年
か
ら
３

年
間
追
跡
調
査
し
た
結
果
、孤
食
の
人

ほ
ど
う
つ
症
状
を
発
症
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。同
居
（
誰
か
と

暮
ら
し
て
い
る
）か
独
居
か
の
違
い
で

ま
と
め
た
結
果
、
女
性
で
は
、
同
居
で

も
独
居
で
も
、孤
食
で
あ
る
と
1.4
倍
う

つ
を
発
症
し
や
す
い
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
独
居
の
男
性
で
は
、
孤
食
だ

と
共
食（
誰
か
と
一
緒
に
食
事
す
る
こ

と
）に
比
べ
て
2.7
倍
う
つ
を
発
症
し
や

す
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

（
出
典
：
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科　

谷
友
香
子　

調
査
・
研
究
）

歩
い
て
行
け
る
地
域
の
居
場
所

③
人
間
力
ア
ッ
プ

①
心
の
や
す
ら
ぎ

　

何
気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
の
中

で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
悩
み

が
解
決
し
た
り
、
必
要
な
ニ
ー

ズ
が
生
ま
れ
ま
す
。例
え
ば
、
ひ

と
り
で
子
育
て
を
し
て
い
る
お

母
さ
ん
、
介
護
に
悩
ん
で
い
る

人
な
ど
、
信
頼
あ
る
仲
間
が
で

き
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
助
け
あ
い
の
気
持
ち

が
、
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。

②
地
域
に

　

仲
間
が
で
き
る

「
こ
こ
に
来
た
ら
ホ
ッ
と
す
る
な
ぁ
」

「
話
し
て
い
た
ら
元
気
が
出
て
き
た
！
」

　

そ
う
思
え
る
場
所
が
身
近
に
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？
学
校
や
職
場
、
家
庭
と
は
違
う
も
う
一
つ
の
場

所
。さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
自
由
に
参
加
で
き
る
場
所
。妊
婦

さ
ん
や
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
、そ
こ
へ
来
て
ホ
ッ
と
く
つ
ろ
げ
る
場
。そ

れ
が
、『
地
域
の
居
場
所
』で
す
。

地域の居場所　３つの効果

地域の居場所　３つのタイプ

１．自然発生タイプ
ベンチや誰かの家など、何人かが
集まり、世間話をしていたりする
など、自然に始めているタイプ。

３．カフェタイプ
ふれあいを目的に、食事や喫
茶をメインにしたタイプ。食事
をするために行ってみようか
な…と参加者が気軽に入りや
すい雰囲気がある。

２．単独タイプ
ふれあいを目的に、季節行事や運
動、手芸、ゲームを一緒にするな
ど、参加者の声を取り入れながら
開催しているタイプ。

あ
な
た
に『
地
域
の
居
場
所
』が

あ
れ
ば
、こ
れ
ら
の
症
状
を

軽
減
す
る
力
に
な
り
ま
す
！

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
♪

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
♪
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と
り
で
食
事
を
し
て
い
る
と

う
つ
病
に
な
り
や
す
い

ひ
と
り
で
食
事
を
し
て
い
る
と

う
つ
病
に
な
り
や
す
い

　

お
互
い
が
助
け
あ
い
な
が
ら

過
ご
す
う
ち
に
、
自
分
の
新
た

な
能
力
や
、
今
ま
で
培
っ
て
き

た
知
恵
や
特
技
に
気
付
き
、
そ

れ
を
居
場
所
の
中
で
生
か
す
こ

と
で
、
い
き
い
き
と
し
た
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
に
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
閉
じ
こ

も
り
が
ち
の
方
に
と
っ
て
は
、

外
出
や
社
会
参
加
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
行
き
た
い
と
き
に
、

好
き
な
だ
け
居
れ
る
自
由
と
、

心
地
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
の
も
よ

し
、
買
物
や
学
校
帰
り
、
散
歩
の

途
中
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
る
な

ど
気
軽
に
集
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、
多
世
代
に
わ
た
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
心
に
刺
激
を
受
け
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

愛
知
県
下
６
市
町
村
に
お
い
て
、要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、２
０
０
３
年

か
ら
10
年
間
を
追
跡
調
査
し
た
結
果
、

同
居
者
以
外
の
他
者
と
の
交
流
が
毎

日
あ
る
人
に
比
べ
、「
月
１
回
〜
週
１

回
未
満
」の
人
で
は
1.3
〜
1.4
倍
、
要
介

護
認
定
や
認
知
症
に
至
り
や
す
く
、

「
月
１
回
未
満
」
の
人
は
そ
れ
に
加

え
、1.3
倍
早
期
死
亡
に
至
り
や
す
い
と

い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。交
流
の
乏
し

さ
を
社
会
的
孤
立
と
す
る
な
ら
ば
、同

居
者
以
外
と
の
交
流
が
「
週
１
回
未

満
」
の
状
態
か
ら
が
孤
立
状
態
、「
月

１
回
未
満
」と
な
る
と
、
深
刻
な
孤
立

状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
出
典
：
日
本
老
年
学
的
評
価
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

現
在
の
日
本
で
は
、家
族

や
地
域
社
会
と
の
関
係
が

希
薄
で
、他
者
と
の
接
触
が

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ

る
『
社
会
的
孤
立
』
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。単
身
世

帯
の
増
加
、婚
姻
率
の
低
下

な
ど
が
背
景
に
あ
り
、高
齢

者
だ
け
に
限
ら
ず
、子
育
て

世
代
や
若
者
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

単
身
世
帯
で
も
、家
族
や

近
隣
住
民
、友
人
と
の
交
流

が
あ
る
一
方
で
、家
族
と
同

居
し
て
い
て
も
、日
常
的
な

交
流
が
な
く
、近
隣
や
友
人

と
も
接
触
が
乏
し
け
れ
ば
、

社
会
的
孤
立
に
陥
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

　

今
回
の
特
集
で
は
、そ
ん

な
社
会
的
孤
立
へ
の
対
策

で
注
目
さ
れ
て
い
る
、地
域

の
居
場
所
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
う
つ
症

状
の
な
い
人
を
２
０
１
０
年
か
ら
３

年
間
追
跡
調
査
し
た
結
果
、孤
食
の
人

ほ
ど
う
つ
症
状
を
発
症
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。同
居
（
誰
か
と

暮
ら
し
て
い
る
）か
独
居
か
の
違
い
で

ま
と
め
た
結
果
、
女
性
で
は
、
同
居
で

も
独
居
で
も
、孤
食
で
あ
る
と
1.4
倍
う

つ
を
発
症
し
や
す
い
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
独
居
の
男
性
で
は
、
孤
食
だ

と
共
食（
誰
か
と
一
緒
に
食
事
す
る
こ

と
）に
比
べ
て
2.7
倍
う
つ
を
発
症
し
や

す
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

（
出
典
：
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科　

谷
友
香
子　

調
査
・
研
究
）

歩
い
て
行
け
る
地
域
の
居
場
所

③
人
間
力
ア
ッ
プ

①
心
の
や
す
ら
ぎ

　

何
気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
の
中

で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
悩
み

が
解
決
し
た
り
、
必
要
な
ニ
ー

ズ
が
生
ま
れ
ま
す
。例
え
ば
、
ひ

と
り
で
子
育
て
を
し
て
い
る
お

母
さ
ん
、
介
護
に
悩
ん
で
い
る

人
な
ど
、
信
頼
あ
る
仲
間
が
で

き
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
助
け
あ
い
の
気
持
ち

が
、
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。

②
地
域
に

　

仲
間
が
で
き
る

「
こ
こ
に
来
た
ら
ホ
ッ
と
す
る
な
ぁ
」

「
話
し
て
い
た
ら
元
気
が
出
て
き
た
！
」

　

そ
う
思
え
る
場
所
が
身
近
に
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？
学
校
や
職
場
、
家
庭
と
は
違
う
も
う
一
つ
の
場

所
。さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
自
由
に
参
加
で
き
る
場
所
。妊
婦

さ
ん
や
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
、そ
こ
へ
来
て
ホ
ッ
と
く
つ
ろ
げ
る
場
。そ

れ
が
、『
地
域
の
居
場
所
』で
す
。

地域の居場所　３つの効果

地域の居場所　３つのタイプ

１．自然発生タイプ
ベンチや誰かの家など、何人かが
集まり、世間話をしていたりする
など、自然に始めているタイプ。

３．カフェタイプ
ふれあいを目的に、食事や喫
茶をメインにしたタイプ。食事
をするために行ってみようか
な…と参加者が気軽に入りや
すい雰囲気がある。

２．単独タイプ
ふれあいを目的に、季節行事や運
動、手芸、ゲームを一緒にするな
ど、参加者の声を取り入れながら
開催しているタイプ。

あ
な
た
に『
地
域
の
居
場
所
』が

あ
れ
ば
、こ
れ
ら
の
症
状
を

軽
減
す
る
力
に
な
り
ま
す
！

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
♪

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
♪
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令和元年6月末現在ふれあい・いきいきサロン登録一覧

～ふれあい・いきいきサロン～

いこいのひろば“たかお”

いこいのひろば“たかお”ＤＡＴＡ
● 日時：毎月第３木曜日　午後２時～４時
● 場所：高雄公民館

　

高
雄
地
区
に
住
む
み
ん
な

が
気
軽
に
集
ま
り
、顔
を
合
わ

せ
る
機
会
を
増
や
す
。『
い
こ
い

の
ひ
ろ
ば〝
た
か
お
〞』は
、単

位
自
治
会
で
は
な
く
、地
区
全

体
を
対
象
と
し
た
、市
内
で
は

珍
し
い
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
す
。

　

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、

社
協
主
催
の『
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
応
援
講
座
』で
し
た
。終
了

後
、有
志
が
集
ま
り
、「
何
か

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」と
考
え
、集
い
の
場
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
催
時
間
は
、迎
え
に
来
た

お
母
さ
ん
も
参
加
で
き
る
よ

う
、幼
稚
園
の
帰
宅
時
間
に
合

わ
せ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
高
齢

者
も
混
ざ
り
、一
緒
に
折
り
紙

を
し
た
り
、ゲ
ー
ム
を
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
人
が
集
ま
っ
て
く

れ
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、チ
ラ
シ
を
持
っ
て
声
か
け

を
す
る
と
、思
っ
て
い
た
以
上
の

人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。定
着

す
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
や
っ
て

い
き
た
い
」と
話
す
の
は
、代
表

の
古
森
智
恵
美
さ
ん
。ス
タ
ッ
フ

の
梅
本
文
雄
さ
ん
は
、「
仕
事

を
し
て
い
た
頃
よ
り
も
、車
で

市
内
を
走
り
回
っ
て
い
る
。家

で
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り
も
、こ

う
し
て
外
に
出
る
こ
と
は
気
持

ち
が
い
い
」と
話
し
、子
ど
も
た

ち
と
の
遊
び
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

～できることを持ち寄って～

キッタンバッタン

キッタンバッタンＤＡＴＡ
● 日時：不定期（月１回程度）
● 場所：北畠集会所（有年原）

　

６
月
17
日
（
月
）、
有
年
原

の
北
畠
集
会
所
か
ら
賑
や
か
な

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、お
お
む
ね
月
一
回『
キ
ッ

タ
ン
バ
ッ
タ
ン
』
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
５
月
、
沼
田
福
恵

さ
ん
・
吉
田
田
鶴
子
さ
ん
・

福
本
廣
美
さ
ん
の
３
人
が
「
み

ん
な
で
集
ま
る
機
会
を
つ
く
れ

な
い
か
」
と
相
談
し
、
会
が

発
足
し
ま
し
た
。
会
の
名
称

は
、
シ
ー
ソ
ー
を
表
す〝
ぎ
っ

た
ん
ば
っ
た
ん
〞と
、
地
区
名

の〝
き
た
ば
た
〞が
合
わ
さ
っ
て

い
ま
す
。
シ
ー
ソ
ー
は
、
１
人

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
２
人
、
３

人
と
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
や

ろ
う
よ
！
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
15
名
が
集
ま
り
、

体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
、
参
加
者
か
ら
差
し
入
れ
の

手
作
り
柏
餅
も
あ
り
、
茶
話

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
は
、
手
作

り
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
「
顔
を
合
わ
せ
て
、
笑
っ
て

過
ご
す
と
、
み
ん
な
元
気
に

な
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
」、「
無

理
せ
ず
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

で
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、
い
い

場
所
に
な
る
の
で
は
」、「
長

く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
３
人
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

～体も気持ちも健康に～

花みずき

花みずきＤＡＴＡ
● 日時：毎週月・水・土
　　　　午前 8 時 30 分～10 時 30 分
● 場所：福浦地区コミュニティセンター

　

約
15
年
前
、
他
市
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
、「
福
浦

で
も
や
ろ
う
！
」
と
声
を
挙
げ

た
方
を
中
心
に
、『
花
み
ず
き
』

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は

数
名
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
今

で
は
50
代
〜
80
代
の
男
女
22
名

が
集
ま
り
、
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

開
始
は
８
時
30
分
か
ら
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
集
ま
り
が
早
く
、

15
分
に
始
ま
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。「
ナ
イ
ス
！
」「
あ
ぁ
〜
、

逃
げ
た
（
球
が
曲
が
っ
た
）
！
」

と
声
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
ス
コ
ア
を
記
録
し
て
い
き
ま

す
。

　

合
計
６
ゲ
ー
ム
回
り
ま
す

が
、
前
半
３
ゲ
ー
ム
の
後
に
は

休
憩
が
あ
り
、
冷
暖
房
の
効
い

た
部
屋
で
茶
話
会
を
し
て
い
ま

す
。

　
「
こ
こ
で
は
体
も
使
い
、
何
で

も
話
せ
る
の
で
、
心
が
ス
ッ
と
軽

く
な
り
ま
す
。
み
ん
な
か
ら
元

気
を
も
ら
え
る
場
所
で
す
」
と

会
員
の
三
浦
八
千
代
さ
ん
は
話

し
、
代
表
の
中
本
政
幸
さ
ん
は
、

「
福
浦
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
、
屋
内
は

冷
暖
房
・
炊
事
場
が
あ
る
。
こ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

赤穂

城西

塩屋

西部

尾崎

駅東いきいきサロン

愛宕会

さくら会（さくら通り自治会）

寿会いきいきサロン

いきいきサロン松

南野中村民の会

駅北サロン絆

いきいきサロン山手

いきいきサロンしらゆり

いきいきサロン千鳥

新町サロン

モーニング会

西北お楽しみサロン

さくらサロン

いきいきサロンひまわり

いきいきサロン『しおかぜ』

大橋町幸生会

西町なかよし会

サロン木ノ下

清水町おちゃのみ会

寺子屋高須

いきいきサロン楽笑

サロン中浜

駅東自治会集会所

水源池集会所

さくら通り児童遊園

加里屋駅前町集会場

松区自治会館

南野中集会所

寿町集会所

山手町つつじ公園、集会所

城南集会所

千鳥集会所 

新町集会所

上仮屋公会堂

塩屋西北集会所

天神山集会所

福浦東集会所

福浦新田集会所

大橋町集会所

西町倶楽部

木ノ下集会所

清水町集会所

高須集会所

松原町集会所

中浜町集会所

地区名 サロン名 開催場所№ 地区名 サロン名 開催場所№

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

御崎

坂越

高雄

有年

いきいきサロン 陽だまり 

朝日サロン

ふれあいサロン元塩

本水尾サロン

汐見なぎさサロン

上高谷喜楽会

おたっしゃクラブ

寄居家和

ふれあい喫茶「よっといで」

茶屋会

木津喜楽会

いこいのひろば“たかお”

いきいきサロン「みつばち」

楢原健康サロン

サロン「げんき」天国

なごみ

花はなサロン

にこにこサロン

正保橋町集会所

朝日町集会所

元塩町集会所

本水尾町集会所 

汐見町集会所

上高谷集会所 

下高谷集会所 

東之町集会所

上浜市集会所

木津第一集会所 

千種集会所

高雄公民館

原校区コミュニティセンター

有年隣保館

はりま台集会所

西有年原組集会所

西有年東中野集会所

有年牟礼井田地区集会所

P05　2Ｃ（スミとマゼンタ）

8あこう社協だよりNo.52　2019年7月



令和元年6月末現在ふれあい・いきいきサロン登録一覧

～ふれあい・いきいきサロン～

いこいのひろば“たかお”

いこいのひろば“たかお”ＤＡＴＡ
● 日時：毎月第３木曜日　午後２時～４時
● 場所：高雄公民館

　

高
雄
地
区
に
住
む
み
ん
な

が
気
軽
に
集
ま
り
、顔
を
合
わ

せ
る
機
会
を
増
や
す
。『
い
こ
い

の
ひ
ろ
ば〝
た
か
お
〞』は
、単

位
自
治
会
で
は
な
く
、地
区
全

体
を
対
象
と
し
た
、市
内
で
は

珍
し
い
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
す
。

　

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、

社
協
主
催
の『
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
応
援
講
座
』で
し
た
。終
了

後
、有
志
が
集
ま
り
、「
何
か

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」と
考
え
、集
い
の
場
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
催
時
間
は
、迎
え
に
来
た

お
母
さ
ん
も
参
加
で
き
る
よ

う
、幼
稚
園
の
帰
宅
時
間
に
合

わ
せ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
高
齢

者
も
混
ざ
り
、一
緒
に
折
り
紙

を
し
た
り
、ゲ
ー
ム
を
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
人
が
集
ま
っ
て
く

れ
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、チ
ラ
シ
を
持
っ
て
声
か
け

を
す
る
と
、思
っ
て
い
た
以
上
の

人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。定
着

す
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
や
っ
て

い
き
た
い
」と
話
す
の
は
、代
表

の
古
森
智
恵
美
さ
ん
。ス
タ
ッ
フ

の
梅
本
文
雄
さ
ん
は
、「
仕
事

を
し
て
い
た
頃
よ
り
も
、車
で

市
内
を
走
り
回
っ
て
い
る
。家

で
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り
も
、こ

う
し
て
外
に
出
る
こ
と
は
気
持

ち
が
い
い
」と
話
し
、子
ど
も
た

ち
と
の
遊
び
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

～できることを持ち寄って～

キッタンバッタン

キッタンバッタンＤＡＴＡ
● 日時：不定期（月１回程度）
● 場所：北畠集会所（有年原）

　

６
月
17
日
（
月
）、
有
年
原

の
北
畠
集
会
所
か
ら
賑
や
か
な

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、お
お
む
ね
月
一
回『
キ
ッ

タ
ン
バ
ッ
タ
ン
』
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
５
月
、
沼
田
福
恵

さ
ん
・
吉
田
田
鶴
子
さ
ん
・

福
本
廣
美
さ
ん
の
３
人
が
「
み

ん
な
で
集
ま
る
機
会
を
つ
く
れ

な
い
か
」
と
相
談
し
、
会
が

発
足
し
ま
し
た
。
会
の
名
称

は
、
シ
ー
ソ
ー
を
表
す〝
ぎ
っ

た
ん
ば
っ
た
ん
〞と
、
地
区
名

の〝
き
た
ば
た
〞が
合
わ
さ
っ
て

い
ま
す
。
シ
ー
ソ
ー
は
、
１
人

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
２
人
、
３

人
と
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
や

ろ
う
よ
！
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
15
名
が
集
ま
り
、

体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
、
参
加
者
か
ら
差
し
入
れ
の

手
作
り
柏
餅
も
あ
り
、
茶
話

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
は
、
手
作

り
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
「
顔
を
合
わ
せ
て
、
笑
っ
て

過
ご
す
と
、
み
ん
な
元
気
に

な
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
」、「
無

理
せ
ず
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

で
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、
い
い

場
所
に
な
る
の
で
は
」、「
長

く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
３
人
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

～体も気持ちも健康に～

花みずき

花みずきＤＡＴＡ
● 日時：毎週月・水・土
　　　　午前 8 時 30 分～10 時 30 分
● 場所：福浦地区コミュニティセンター

　

約
15
年
前
、
他
市
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
、「
福
浦

で
も
や
ろ
う
！
」
と
声
を
挙
げ

た
方
を
中
心
に
、『
花
み
ず
き
』

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は

数
名
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
今

で
は
50
代
〜
80
代
の
男
女
22
名

が
集
ま
り
、
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

開
始
は
８
時
30
分
か
ら
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
集
ま
り
が
早
く
、

15
分
に
始
ま
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。「
ナ
イ
ス
！
」「
あ
ぁ
〜
、

逃
げ
た
（
球
が
曲
が
っ
た
）
！
」

と
声
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
ス
コ
ア
を
記
録
し
て
い
き
ま

す
。

　

合
計
６
ゲ
ー
ム
回
り
ま
す

が
、
前
半
３
ゲ
ー
ム
の
後
に
は

休
憩
が
あ
り
、
冷
暖
房
の
効
い

た
部
屋
で
茶
話
会
を
し
て
い
ま

す
。

　
「
こ
こ
で
は
体
も
使
い
、
何
で

も
話
せ
る
の
で
、
心
が
ス
ッ
と
軽

く
な
り
ま
す
。
み
ん
な
か
ら
元

気
を
も
ら
え
る
場
所
で
す
」
と

会
員
の
三
浦
八
千
代
さ
ん
は
話

し
、
代
表
の
中
本
政
幸
さ
ん
は
、

「
福
浦
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
、
屋
内
は

冷
暖
房
・
炊
事
場
が
あ
る
。
こ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

赤穂

城西

塩屋

西部

尾崎

駅東いきいきサロン

愛宕会

さくら会（さくら通り自治会）

寿会いきいきサロン

いきいきサロン松

南野中村民の会

駅北サロン絆

いきいきサロン山手

いきいきサロンしらゆり

いきいきサロン千鳥

新町サロン

モーニング会

西北お楽しみサロン

さくらサロン

いきいきサロンひまわり

いきいきサロン『しおかぜ』

大橋町幸生会

西町なかよし会

サロン木ノ下

清水町おちゃのみ会

寺子屋高須

いきいきサロン楽笑

サロン中浜

駅東自治会集会所

水源池集会所

さくら通り児童遊園

加里屋駅前町集会場

松区自治会館

南野中集会所

寿町集会所

山手町つつじ公園、集会所

城南集会所

千鳥集会所 

新町集会所

上仮屋公会堂

塩屋西北集会所

天神山集会所

福浦東集会所

福浦新田集会所

大橋町集会所

西町倶楽部

木ノ下集会所

清水町集会所

高須集会所

松原町集会所

中浜町集会所

地区名 サロン名 開催場所№ 地区名 サロン名 開催場所№

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

御崎

坂越

高雄

有年

いきいきサロン 陽だまり 

朝日サロン

ふれあいサロン元塩

本水尾サロン

汐見なぎさサロン

上高谷喜楽会

おたっしゃクラブ

寄居家和

ふれあい喫茶「よっといで」

茶屋会

木津喜楽会

いこいのひろば“たかお”

いきいきサロン「みつばち」

楢原健康サロン

サロン「げんき」天国

なごみ

花はなサロン

にこにこサロン

正保橋町集会所

朝日町集会所

元塩町集会所

本水尾町集会所 

汐見町集会所

上高谷集会所 

下高谷集会所 

東之町集会所

上浜市集会所

木津第一集会所 

千種集会所

高雄公民館

原校区コミュニティセンター

有年隣保館

はりま台集会所

西有年原組集会所

西有年東中野集会所

有年牟礼井田地区集会所
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●委任預託

5,200
14,441
5,000

100,000
10,000
5,000
20,000
5,000
3,000
3,000

お誕生日に感謝して
赤穂市福祉のつどいにて善意に
福祉のために
亡母（仲）満中陰志
福祉のために
福祉のために
赤穂精華園祭バザー収益を
車椅子借用御礼
車椅子借用御礼
車椅子借用御礼

大 町
大 津
加 里 屋
塩 屋
大 津
元 沖 町
朝 日 町
宮 前 町

匿 名
善意の募金箱
匿 名
濱 田 　 学
大 島　靖 彦
匿 名
赤穂精華園保護者会
匿 名
汐江  加奈美
匿 名

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

（敬称略）
【一般相談】 7月24日（水） 7月31日（水）

 8月  7日（水）

【弁護士相談】（要予約）　7月17日（水）

【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
 7月24日（水） 8月  7日（水）

※８月14日（水）はお盆のためお休みです。
　相談は無料。時間はいずれも午後１時～５時まで
　です。

＜問合せ＞　　社協　☎42-1397

ゴミ出しについては、下記のようなサービスがあります。

①　本人の身体状況等によっては、介護保険のヘルパー利用の中で、
　　ゴミ出しを行うことができる場合もあります。
②　赤穂市高齢者等ゴミ出し支援事業として、ゴミの戸別収集があります。
　　（利用するには要件あり。詳しくは美化センターへ。）
③　その他の団体のサービスを利用。
　　（例：ホームケアセンター、シルバー人材センター、
　　　　地域の困りごと応援隊（社協）　など）

知っ得あんし
ん

知っ得あんし
んし　    　と

く
し　    　と

く

知知知っっっっ得得あんし知知っっ得あんし

みんなの介護保険みんなの介護保険

Ａ

◎
私
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た

時
、
あ
る
人
か
ら
お
寺
の
清

掃
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
話
が
来

て
、
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
や
っ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

外
に
出
る
の
が
怖
く
、
私
に

で
き
る
の
か
と
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
住
職
さ
ん
が
す

ご
く
良
い
方
で
、
で
き
な
い

私
で
も
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
説
法
ま
で
聞
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。私
は
、
そ
の
時
の

説
法
は
今
で
も
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
。私
は
感
謝
で
、
ア
ル
バ

イ
ト
代
は
受
け
取
ら
ず
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
さ
せ
て
く

だ
さ
い
と
伝
え
ま
し
た
。数

カ
月
後
、
社
会
復
帰
に
至
り

ま
し
た
。

（
し
げ
し
げ
）

『
ち
ょ
っ
と
い
い
話
』募
集

（
応
募
方
法
）
氏
名（
ペ
ン

ネ
ー
ム
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
持
参
・

郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

※

送
付
先
は
、
本
紙
12
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（6月1日～6月30日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

心配ごと相談所のご案内
（7月17日～8月14日まで）

と

ちちち
ょ
とととととととととととと
ょょ
っっっいと
い
話

【一般相談】 7月24日（水） 7月31日（水）
 8月  7日（水）
【弁護士相談】（要予約）　7月17日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
 7月24日（水） 8月  7日（水）
※８月14日（水）はお盆のためお休みです
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
※相談は無料です
＜問合せ先＞　　社協　☎42-1397

心配ごと相談所よりお知らせ心配ごと相談所よりお知らせ
　市民の皆さまの日常生活のあらゆる不安や
悩みごとの相談に応じます。一般相談・弁護士
相談・こころの相談について、どれを選べば
よいか分からないという時は、
担当者よりご案内させて頂きます。
お気軽にご相談ください。

心配ごと相談所のご案内
（7月17日～8月14日まで）

Ｑ 足が痛くてゴミを持ってゴミステーションまで歩いて行けません。
    こんな場合どうしたらいいですか？

※まずは担当ケアマネジャーにご相談ください。

　　（例
　　　　

○日　時 8月 3日（土）午前 10 時～正午
○場　所 総合福祉会館１階教養娯楽室
○講　師 NPO 法人生涯学習サポート兵庫
 伊藤　嘉範氏（ほねっこ）
○参加費 600 円（材料代）
○定　員 40 名

※小学 3 年生以下の人は保護者の方と
一緒に参加してください

○申　込 7月16日（火）より受付開始（先着順）

〇日　時 ８月 23日（金）
 午後１時 30 分～３時 30 分
〇場　所 総合福祉会館３階集会室
〇講　師 認定ＮＰＯ法人日本レスキュー協会
〇参加費 無料
〇対　象 小学 4 年生以上の市民　30 名
〇締　切 ８月16日（金）

平成 30 年７月豪雨時での、
災害救助犬による捜索活動

（広島県安芸郡）

福 祉 作 文 募 集 ！
福祉に対する理解や認識を深めていただくため、
『身近な福祉問題や活動』をテーマにした作文を募集します。

応募者
全員に
参加賞あり

◆応募資格　市内在住の人または市内に通勤・通学する人
◆応募方法　応募作品に「題名、氏名（ふりがな）、住所、職業（学校名）、年齢、電話

番号」を記入し、400字詰原稿用紙（20×20マス、A４サイズのみ）
３枚以上５枚以内に濃くはっきりと書いて原本を提出してください。
（応募作品は未発表のものに限ります。返却いたしません。）

◆応募締切　９月１１日（水）社協まで持参または郵送
◎入賞者は、１２月7日（土）「障がい者週間ともに考える市民のつどい」の席上にて表彰します。（佳作は除く）

☆　上記３つの事業について、お申込みは☎42-1397または総合福祉会館へご来館ください。

ひとり親家庭ふれあい事業

おもちゃライブラリー手作りおもちゃ教室 サマーボランティアスクール2019

～夏の思い出～　デイキャンプでGO～夏の思い出～　デイキャンプでGO

『災害救助犬について学ぼう!!』『災害救助犬について学ぼう!!』「ねいちゃーフォトフレーム作り」「ねいちゃーフォトフレーム作り」

家族のふれあいや仲間同士のつながりを感じながら、みんなで楽しい夏休みの思い出を作ろう！

○日　時 8 月 4日（日）午前 10時～午後 3時
○場　所 赤穂市野外活動センター
 ※雨天の場合は赤穂市民会館
〇内　容 バーベキュー・レクリエーションなど
 （雨天の場合は変更となります）
○対　象 市内在住のひとり親家庭で
 親子参加ができる方

○定　員 40 名
○参加費 大人 :1,500 円
 子ども（小・中・高校生）:800 円
 子ども（小学生未満）:500 円
○申　込 7月16日（火）～ 7月 26日（金）の間受付
 （申込者多数の場合は抽選）

小枝や木の実を使って、世界に
ひとつだけのオリジナルフォト
フレームを作ります。思い出の
作品ができること間違いなし！
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●委任預託

5,200
14,441
5,000

100,000
10,000
5,000
20,000
5,000
3,000
3,000

お誕生日に感謝して
赤穂市福祉のつどいにて善意に
福祉のために
亡母（仲）満中陰志
福祉のために
福祉のために
赤穂精華園祭バザー収益を
車椅子借用御礼
車椅子借用御礼
車椅子借用御礼

大 町
大 津
加 里 屋
塩 屋
大 津
元 沖 町
朝 日 町
宮 前 町

匿 名
善意の募金箱
匿 名
濱 田 　 学
大 島　靖 彦
匿 名
赤穂精華園保護者会
匿 名
汐江  加奈美
匿 名

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

（敬称略）
【一般相談】 7月24日（水） 7月31日（水）

 8月  7日（水）

【弁護士相談】（要予約）　7月17日（水）

【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
 7月24日（水） 8月  7日（水）

※８月14日（水）はお盆のためお休みです。
　相談は無料。時間はいずれも午後１時～５時まで
　です。

＜問合せ＞　　社協　☎42-1397

ゴミ出しについては、下記のようなサービスがあります。

①　本人の身体状況等によっては、介護保険のヘルパー利用の中で、
　　ゴミ出しを行うことができる場合もあります。
②　赤穂市高齢者等ゴミ出し支援事業として、ゴミの戸別収集があります。
　　（利用するには要件あり。詳しくは美化センターへ。）
③　その他の団体のサービスを利用。
　　（例：ホームケアセンター、シルバー人材センター、
　　　　地域の困りごと応援隊（社協）　など）
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みんなの介護保険みんなの介護保険
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あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（6月1日～6月30日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

心配ごと相談所のご案内
（7月17日～8月14日まで）

と
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【一般相談】 7月24日（水） 7月31日（水）
 8月  7日（水）
【弁護士相談】（要予約）　7月17日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
 7月24日（水） 8月  7日（水）
※８月14日（水）はお盆のためお休みです
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
※相談は無料です
＜問合せ先＞　　社協　☎42-1397

心配ごと相談所よりお知らせ心配ごと相談所よりお知らせ
　市民の皆さまの日常生活のあらゆる不安や
悩みごとの相談に応じます。一般相談・弁護士
相談・こころの相談について、どれを選べば
よいか分からないという時は、
担当者よりご案内させて頂きます。
お気軽にご相談ください。

心配ごと相談所のご案内
（7月17日～8月14日まで）

Ｑ 足が痛くてゴミを持ってゴミステーションまで歩いて行けません。
    こんな場合どうしたらいいですか？

※まずは担当ケアマネジャーにご相談ください。

　　（例
　　　　

○日　時 8月 3日（土）午前 10 時～正午
○場　所 総合福祉会館１階教養娯楽室
○講　師 NPO 法人生涯学習サポート兵庫
 伊藤　嘉範氏（ほねっこ）
○参加費 600 円（材料代）
○定　員 40 名

※小学 3 年生以下の人は保護者の方と
一緒に参加してください

○申　込 7月16日（火）より受付開始（先着順）

〇日　時 ８月 23日（金）
 午後１時 30 分～３時 30 分
〇場　所 総合福祉会館３階集会室
〇講　師 認定ＮＰＯ法人日本レスキュー協会
〇参加費 無料
〇対　象 小学 4 年生以上の市民　30 名
〇締　切 ８月16日（金）

平成 30 年７月豪雨時での、
災害救助犬による捜索活動

（広島県安芸郡）

福 祉 作 文 募 集 ！
福祉に対する理解や認識を深めていただくため、
『身近な福祉問題や活動』をテーマにした作文を募集します。

応募者
全員に
参加賞あり

◆応募資格　市内在住の人または市内に通勤・通学する人
◆応募方法　応募作品に「題名、氏名（ふりがな）、住所、職業（学校名）、年齢、電話

番号」を記入し、400字詰原稿用紙（20×20マス、A４サイズのみ）
３枚以上５枚以内に濃くはっきりと書いて原本を提出してください。
（応募作品は未発表のものに限ります。返却いたしません。）

◆応募締切　９月１１日（水）社協まで持参または郵送
◎入賞者は、１２月7日（土）「障がい者週間ともに考える市民のつどい」の席上にて表彰します。（佳作は除く）

☆　上記３つの事業について、お申込みは☎42-1397または総合福祉会館へご来館ください。

ひとり親家庭ふれあい事業

おもちゃライブラリー手作りおもちゃ教室 サマーボランティアスクール2019

～夏の思い出～　デイキャンプでGO～夏の思い出～　デイキャンプでGO

『災害救助犬について学ぼう!!』『災害救助犬について学ぼう!!』「ねいちゃーフォトフレーム作り」「ねいちゃーフォトフレーム作り」

家族のふれあいや仲間同士のつながりを感じながら、みんなで楽しい夏休みの思い出を作ろう！

○日　時 8 月 4日（日）午前 10時～午後 3時
○場　所 赤穂市野外活動センター
 ※雨天の場合は赤穂市民会館
〇内　容 バーベキュー・レクリエーションなど
 （雨天の場合は変更となります）
○対　象 市内在住のひとり親家庭で
 親子参加ができる方

○定　員 40 名
○参加費 大人 :1,500 円
 子ども（小・中・高校生）:800 円
 子ども（小学生未満）:500 円
○申　込 7月16日（火）～ 7月 26日（金）の間受付
 （申込者多数の場合は抽選）

小枝や木の実を使って、世界に
ひとつだけのオリジナルフォト
フレームを作ります。思い出の
作品ができること間違いなし！

P11　2Ｃ（スミとマゼンタ） P10　2Ｃ（スミとマゼンタ）

賛助会費  ありがとうございました（敬称略）
【個人】 藤田美和子 上住　　晃 小島　愛子 西濱　　守 松本　賢仁 大田　　登

山本　信行 山本　陽三 伊東　康子 濱本　昌宣 橋本久美子 浮田　京子
中田　晴基 宮地　有子 山口　五月 竹林　　勇 大道　訓敏 木本　吉郎
八木　圭吾 横山　和弘 後藤　利彦 赤穂市議会議員互助会 山田　和子 金井　貴子
岸　　章夫 小椋　康博 本家　洋史 小椋　孝子 古森智惠美 前田　資子

匿名　47名
【法人】 ㈲ 西 備 建 材 店 赤穂ライオンズクラブ 駅前町老人クラブ寿会 小 野 高 速 印 刷 ㈱

㈱ 赤 松 工 業 ㈲ 小 國 商 店 大 木 産 業 ㈱ 東 洋 紙 業 ㈾
三 木 内 科 ㈲ 吉 田 設 備 工 事 赤 穂 市 保 護 司 会 お Ｋ Ａ Ｍ Ｅ く ら ぶ
㈲ ア オ イ サ ッ シ 鋼 業 中 村 印 刷 ㈲ 関 西 福 祉 大 学 か ん ぽ の 宿 赤 穂
ア ー ス 製 薬 ㈱ ア ズ ビ ル ㈱ 三菱電機㈱系統変電システム製作所 アトラス情報サービス株式会社
トヨタカローラ姫路㈱赤穂支店 澤 田 医 院 品川リフラクトリーズ㈱ ㈱ 木 本 ガ ス 設 備

匿名　１件 

（ 法人会費：5,000円、個人会費：2,000円、一般会費：500円 ）
福祉の拠点をみんなで支えてください。

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した地域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆様のあたたかい援助が
必要です。　ご協力をお願いいたします。
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■ 編集後記 ■

「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

あこう社協だよりあこう社協だより
（No.52）

ご意見・問合せは ホームページもぜひご覧ください！

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　〒678-0232 赤穂市中広267番地
電 話　０７９１－４２－１３９７／ＦＡＸ　０７９１－４５－２４４４
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp 検索検索赤穂市社協

2019年7月
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【認定調査について】
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みんなの
　　介護保険
みんなの
　　介護保険

【要支援の方】【非該当の方】
要支援の方は介護予防・日常生活支援総合事業が利用できます。サービ
スを利用する場合は、介護予防ケアプラン（介護予防サービス計画）の作
成が必要です。また、非該当の方でも、サービス利用ができる場合もあり
ます。まずは地域包括支援センターへご相談ください。

【要介護の方】
要介護の方は介護保険の介護サービスが利用できます。サービスを利用す
る場合はケアプラン（介護サービス計画）の作成が必要です。ケアプランはケ
アマネジャーが作成します。まずはケアマネジャーのいる居宅介護支援事業
者（赤穂市内に11の事業所があります）へご相談ください。

●介護が必要になったら？
→６５歳以上の人は、まず申請が必要です。また、４０
歳から６４歳で医療保険に加入している方は、加齢に
伴う病気（がん末期、関節リウマチなど１６種）によっ
て介護が必要と認められれば、要介護認定を受けら
れます。

●申請の方法は？
→本人または家族が、市役所介護保険課の窓口で申請
をします。申請が出されると、調査員の訪問調査やかか
りつけ医の意見書をもとに、要介護認定が行われます。

社協新役員（理事・監事）が選任されました・・・・・2Ｐ

平成30年度事業報告・決算報告・・・・・・・・・・・・・・・・3Ｐ

在宅生活を支える社協の福祉サービス・・・・・・・・・5Ｐ

（特集）ちょっとそこまで♪
歩いて行ける地域の居場所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６Ｐ

ちょっといい話
夏休み!体験もりだくさん!!・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ

知っ得あんしん みんなの介護保険Ｑ＆Ａ・・・・・11Ｐ

まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・12Ｐ

（特集）未来を担う子どもたちに
『今私ができること』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2Ｐ
（サロン紹介）いきいきサロン元塩
生活支援コーディネーター活動日誌・・・・・・・・・・・・6Ｐ
あこうのホッとな人 No.21・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7Ｐ
介護保険事業＆障がい者総合支援事業のご案内・・・8Ｐ
講座募集のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ
福祉のつどい開催！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11Ｐ
ちょっといい話
知っ得あんしんみんなの介護保険・・・・・・・・・・・・12Ｐ

平成30年度 社協の予算と事業計画 ・・・・・・・・・・・2Ｐ
平成３０年度 新規・拡充事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4Ｐ
赤穂市社協の５カ年構想
『第２次地域福祉推進計画』を策定しました！・・・・6Ｐ
Let'sボランティア第8号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8Ｐ
まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ
（サロン紹介）西町なかよし会・・・・・・・・・・・・・・・・11Ｐ
知っ得あんしん みんなの介護保険
ちょっといい話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12Ｐ

シリーズ　知っていますか？社協の事業
～生活支援コーディネーター　編～・・・・・・・・・・・・2Ｐ
あこうのホッとな人 No.19・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3Ｐ
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動
今年度もご協力ありがとうございました！・・・・・・・4Ｐ
まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5Ｐ
（サロン紹介）喜楽会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6Ｐ
知っ得あんしん　みんなの介護保険　No.９・・・7Ｐ
ちょっといい話
春の貸衣裳予約会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8Ｐ

介護サービスを利用するためには、まず市へ申請を行います。市へ申請をすると調査員に
よる認定調査が行われます。聞き取りにより暮らしぶりや現況について確認され、主治医
の意見書と共に介護認定審査会において要介護認定がおります。
要介護認定は、身体状況に応じ「要介護 1～ 5」「要支援 1・2」「非該当」の区分に分かれ
ます。
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No.22

Ｑ．活動を始めたきっかけは？
Ａ．「子どもたちのいきいきとした姿を村の人に知ってもらいた
い」子ども会役員をした時にそう思い、子ども会の広報紙を作っ
たのが始まりです。子ども会会員の家だけに配布していました
が、その後、自治会の広報紙も作ることとなり、両紙とも全戸配
布されるようになりました。

Ｑ．活動をしていてうれしかったことは？
Ａ．子どもたちの作文や活動などを載せた時、子や孫と住んでい
ないおばあさんたちの、「これはどこの子や？」「誰それさんち
の孫やがな」というような話題が聞かれたことです。また、子ど
もからおじいさんおばあさんまでいろんな人に会えることがなに
より楽しい。子どもには子どもの目線で、年上の方には敬意を
持って出会いを楽しんでいます。

Ｑ．これからの目標は？
Ａ．活動が生活のリズムの中にあり、時期に合わせて体が自然と
動きます。振り返れば、月１回の発行をこれまで一度も休んだこ
とはなく、続けることが一つの自分の健康法かもしれません。よ
どむことのない空気の存在でありたいです。

　今回は、もうすぐ４００号を迎える自治会広報紙「ふくうら」の発
行に携わっている吉栖さんにお話を聞きました。

神出鬼没の一匹狼
吉栖清美さん（福浦本町）
よしずみ

　６月18日（火）、塩屋小学校３年生児童67
名が、総合的な学習で田植えを体験しまし
た。地域の方々や保護者の協力のもと、手渡
された苗をていねいに植えていきました。
「足が抜けへん」「上手くできひん」など、初
めての田植え作業に悪戦苦闘しながらも、無
事植え終わりました。
　秋の収穫を楽しみに、田んぼには子どもた
ちの笑顔があふれていました。

　早いもので、今年も一年の半分が終わり、先日の輪越しでは前半の厄を払い、これか
らも健やかに過ごせるよう家族でお参りしてきました。
　もうすぐ夏休み、社協ではお子さん、学生さんにご参加いただけるイベントや講座を
企画しています。 たくさん食べて酷暑に負けないよう、元気いっぱい思い出いっぱいの
夏にしましょう。 （阿）
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い
じ
い

ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
て
く
れ
て
、あ
り
が
た
い

な
と
思
っ
て
る
ん
や
」と
し

み
じ
み
言
う
の
で
す
。

「
え
っ
⁉
私
た
ち
が
あ
り
が

た
い
存
在
な
の
？
」と
嬉
し

く
な
り
私
は
、早
速
、夫
に

報
告
。夫
の
口
元
も
緩
み
、

「
そ
う
か
ぁ
」と
満
更
で
も

な
い
様
子
で
し
た
。あ
り
が

た
い
朝
に
な
り
ま
し
た
。

（
ま
ぁ
こ
ち
ゃ
ん
）

『
ち
ょ
っ
と
い
い
話
』募
集

（
応
募
方
法
）氏
名（
ペ
ン

ネ
ー
ム
）・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、持
参
・

郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。２

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

※

送
付
先
は
、下
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

20192019
貸衣裳展示会貸衣裳展示会

振袖・留袖　新作発表振袖・留袖　新作発表
7月6日（土）・7日（日） 午前9時～午後5時7月6日（土）・7日（日） 午前9時～午後5時
総合福祉会館　3階集会室総合福祉会館　3階集会室

貸衣裳の収益金は地域福祉を高めるための貴重な財源となっています。

※新郎・新婦衣裳写真撮りのみの場合
※振袖写真撮りのみの場合

展示会当日の特典
　・花嫁衣裳 ……………………………… ２割引
　・その他貸衣裳 ………………………… １割引
　・花嫁衣裳ご契約の方 …… 記念品プレゼント
　・来場の方 …………………… 粗品プレゼント
レンタル料
　・打掛 …………………………………￥30,000～
　・ウエディングドレス ………………￥20,000～
　・紋付 …………………………………￥15,000～
　・タキシード …………………………￥12,000～
　・留袖 ………………………………… ￥4,000～
　・振袖 …………………………………￥10,000～
　・モーニング ………………………… ￥5,000　
　・ゲストドレス ……………………… ￥3,000～
　・子供服 ……………………………… ￥3,000～

主催　赤穂市社会福祉協議会（貸衣裳室）　☎42-1397

処分市
同時開催

　　　いずれも３割引（写真店にて撮影に限る）

あこう福祉ニュース

あこう福祉ニュース

手話でコミュニケーション！
　６月８日（土）・15日（土）の２日間、「たのしい手話
教室」を開催し、延37名が参加しました。
　手話でのあいさつや自己紹介のほか、簡単な単語
を使った会話を学び、また、耳が聞こえなくて生活
で困ることなどを聞き、最後は全員で「さんぽ」を手
話で歌い、盛り上がりました。

笑顔いっぱいの交流会
　６月１４日（金）、ユーザー（視覚障がい者）と点訳
ボランティアグループ「赤穂点灯会」との交流会に３
４名が参加し、点字広報などの感想・要望や自身の
近況を話しました。
　一緒に昼食を楽しんだ後、点灯会のメンバーや
「赤穂ハーモニカクラブ」の楽器演奏を聞いたり、
歌ったりして交流を深めました。

福祉活動への貢献をたたえて
　６月１日（土）善意の日に、赤穂市福祉のつどいを
開催し、約450名が参加しました。
　式典では、つつじ賞、さくら賞、ふくしの人の表彰
や実践発表などがあり、また、第２部では作家・僧侶
の家田荘子氏による講演がありました。身近な人に
笑顔を向け、あいさつを交わすことの大切さを改め
て思い返す機会となりました。
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